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　（6）　　仕」二げ逃iゆヨ海曳

　以上の如くせるものを純xylol中に入れると透明になる。xylo1は透明と同時に保存に用ひ

られる。

動物の翻琳は第2の水洗から直ちに爵ee・i叫こ入れても艮い。牧縮せる鵬合は多少の

水を加へる。漂白と脆水を上乎に行へ孝fxylo1を用ぴた方が透明なものが出來るが、急製には

91．yceTinを用ゆる方が無難であるQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亭　尾　孝　挙

バツタの卵をパラフイン切片にする方法

　此の方法はSciθnGe　Vo1，78、　No．2025（P．366．1933）に嚢表せられたるものである。

先づCarnoy－Lel）runの液（クロロフオーム、氷酷酸を同量に滉じそれに昇乗を飽和したもの）

に5分入れ卵の側面に針で孔をあけ猫5分の後に取り出し24時閥沃EXt　aleoho1で昇衆を抜

く、卵を二：つに横1斯してmierOPy1θのある傘分を「i　O－80％アルt　一一ルに保存す。

　切片にするにはε0％alGohol　100・e．c，に石炭酸4gmの液に24時間入れ9tt．％島lcoho1

で脆水し、ア；、リン油で透明にし、クi・tnフオー一　Aで溌ひ、パラフィンにて冒ilnb配する。切

る際に卵がバラフイン片の一面に露μ1するまで捌り24－48時聞水に入れて置いて切る。染色

にはfeulgen法を用ひると撰だけ染まり卵黄に色が付かない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮　坂　　牧

モデフアイせるgelatin包埋法とslide glass貼付法

に依る副腎及他の類似脂肪体の研究に關する一方法

R.L.ZWEMER

　　　　　　　　　　　　　（TIle　Ana七．　Bec．　Vo1，57，　N6．1）

　組織墨的實験研究に於て1ipoid（類似脂肪休）の類は、用ゆる藥1縞中に於ける溶解度が高い

だめ研究に非常に困難である、毛の鵬合凍結切片法を用ひるのであるが、この法は組織中の氷

の結品が組織を破壌したり叉、揮く切るに困難であつたり叉硬すぎだ砂して非常に困難である。

譲ねてよりGaskeU，　N　icolas，　Olt，等はこの法の改良のためにgelatiu　em1｝eddin9を用ぴた’

が．この方法はその後の繰作が非常に面倒であった。本文の筆諮はこれを改良して次の如き

sys七emの技術を行つた。

　（1）包埋　　、　　　　－t．．『，∴、　　t．t
　先づ固定ぜる材料をformalin其他の固定剤より出し、これら藥剛が除芸される迄4時間以

上水洗しこれを350～37°Cの恒淵器中の5％geヱa七ia中に34時聞放置すe”後同温の10％

9θla七inに12～16時間移し放置す。後pe七ri皿を用ひ10％gela七in中に包塊する。1れを

凍結器中に3時闇入れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　（2）細織のgeユa七in　blockを切り10％のformalin中に撒時開入れるogela七inを不水溶

挫にするためである。このまムにて何時迄も謄藏出來る。このbl6Gkは中の組織の開係を

binoGUlar顯微鏡共他に依り見得るから便利である。

　（3）水にてblockを洗ひ乾燥せるCO・2　gasにて一様に白く掠結させ刀にて薄く切れる迄に


